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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ｉ
ｆ
～
日
本
国
防
軍
物
語
～

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
９
２
７
Ｐ

【
作
者
名
】

　
弥
生

【
あ
ら
す
じ
】

　
ｉ
ｆ
の
日
本
の
激
動
物
語
、
日
本
だ
け
最
強
と
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
そ
こ
注
意

感
想
評
価
歓
迎
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ｉ
ｆ
の
日
本
（
前
書
き
）

さ
ー
て
、
駄
文
小
説
ス
タ
ー
ト
！
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ｉ
ｆ
の
日
本

１
９
４
５
年
８
月
１
５
日
正
午

時
の
天
皇
、
裕
仁
天
皇
［
昭
和
天
皇
］
の
口
か
ら
、
ラ
ジ
オ
を
通
し
、
日
本
の

戦
争
終
結
が
国
民
に
伝
わ
っ
た
。

大
国
ア
メ
リ
カ
に
敗
戦
…

そ
の
放
送
が
流
れ
た
瞬
間
、
国
民
は
天
皇
陛
下
に
向
か
い
、
勝
利
を
贈
れ
な
か

っ
た
事
を
悔
や
み
、
懺
悔
の
土
下
座
を
し
た
。

日
本
は
世
界
、
特
に
ア
メ
リ
カ
に
猛
々
し
く
戦
い
、
惨
敗
し
た
。
国
内
は
荒
れ

に
荒
れ
て
、
全
国
で
衰
退
の
イ
ン
フ
ラ
、
原
爆
で
壊
滅
状
態
の
広
島
、
長
崎
、

日
本
は
こ
れ
か
ら
学
び
、
ア
メ
リ
カ
の
配
布
し
た
憲
法
に
則
り
、
平
和
な
国
づ

く
り
を
始
め
た
。

し
か
し
、
近
隣
諸
国
で
は
、
不
穏
な
空
気
が
漂
っ
て
い
た
。

１
９
５
０
年
６
月
２
５
日

突
如
、
朝
鮮
半
島
北
部
の
国
、
北
朝
鮮
が
韓
国
に
進
軍
を
開
始
、
さ
ら
に
ソ
連
、

中
国
軍
の
加
勢
で
瞬
く
間
に
韓
国
は
占
領
を
さ
れ
て
い
っ
た
。

同
年
７
月
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
会
議
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
総
司
令
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

は
究
極
提
言
を
す
る
。

日
本
国
軍
再
軍
備
計
画

今
の
情
勢
で
は
朝
鮮
有
事
は
い
つ
日
本
に
及
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
、
ア
メ
リ

カ
軍
も
韓
国
の
援
助
に
全
力
を
尽
く
す
の
で
、
日
本
が
空
白
地
帯
に
な
る
恐
れ

が
あ
る
、
そ
の
時
対
処
出
来
る
武
装
組
織
が
必
要
と
い
う
事
か
ら
の
話
だ
っ
た
。

武
器
と
、
し
ば
ら
く
の
期
間
の
国
防
予
算
の
６
割
は
ア
メ
リ
カ
負
担
、
再
軍
備

と
い
っ
て
も
、
日
本
国
土
を
守
る
為
の
国
防
兵
器
中
心
、
場
合
に
よ
っ
て
の
少
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数
の
相
手
国
土
攻
撃
兵
器
の
配
備
を
提
言
、
［
も
ち
ろ
ん
、
日
本
が
ま
た
第
二

次
世
界
大
戦
の
よ
う
に
し
な
い
た
め
、
ア
メ
リ
カ
監
視
付
き
で
］
更
に
、
武
装

組
織
創
設
の
暁
に
は
、
朝
鮮
戦
争
休
戦
か
停
戦
か
終
戦
後
監
視
部
隊
、
沖
縄
駐

留
部
隊
を
除
く
駐
留
米
軍
撤
退
と
い
う
好
条
件
を
出
し
た
。
［
後
に
、
日
本
を

朝
鮮
半
島
、
社
会
主
義
の
監
視
、
堤
防
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
も
ら
う
た
め
］

日
本
の
実
質
ト
ッ
プ
に
し
て
、
時
の
総
理
大
臣
、
吉
田
茂
の
出
し
た
答
え
は
…

Ｎ
Ｏ

日
本
は
朝
鮮
戦
争
の
特
需
で
、
産
業
が
活
気
づ
き
、
敗
戦
国
か
ら
脱
却
を
始
め

て
い
た
。
平
和
な
日
本
を
築
き
、
大
量
の
犠
牲
が
伴
う
戦
争
を
忌
み
嫌
う
環
境

に
な
り
つ
つ
今
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
が
参
戦
す
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
片
が

つ
き
、
再
軍
備
の
予
算
が
無
駄
に
な
る
、
更
に
、
駐
留
米
軍
は
、
朝
鮮
戦
争
終

戦
後
も
、
強
い
後
ろ
盾
と
し
て
使
用
出
来
る
と
見
越
し
て
の
拒
否
だ
っ
た
。
し

か
し
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
粘
り
強
い
要
求
で
、
朝
鮮
戦
争
時
だ
け
の
組
織
、
実
質

陸
軍
相
当
の
警
察
予
備
隊
が
創
設
さ
れ
る
。
［
ア
メ
リ
カ
軍
の
提
言
し
た
再
軍

備
構
想
に
遥
か
に
及
ば
な
い
］

し
か
し
、
日
本
が
選
ん
だ
、
こ
の
選
択
肢
が
、
悪
夢
を
生
む
。

同
年
の
大
晦
日
、
朝
鮮
戦
争
は
韓
国
含
め
て
、
連
合
軍
の
猛
反
撃
で
、
北
朝
鮮

は
劣
勢
に
な
り
か
け
た
こ
ろ
、
中
国
か
ら
の
人
海
戦
術
で
、
連
合
軍
を
押
し
止

め
、
膠
着
状
態
に
陥
っ
た
時
、
事
件
は
起
き
た
。

年
明
け
ま
で
後
一
時
間
を
切
っ
た
時
、
警
察
予
備
隊
第
三
管
区
隊
か
ら
官
邸
に

緊
急
入
電
、
そ
の
内
容
に
衝
撃
が
走
っ
た
。

「
山
口
ノ
岩
国
ニ
テ
、
敵
ノ
上
陸
、
攻
撃
確
認
、
至
急
射
撃
許
可
ヲ
上
申
ス
」

劣
勢
に
立
た
さ
れ
た
北
朝
鮮
部
隊
、
百
余
名
が
、
連
合
軍
に
一
泡
吹
か
せ
よ
う

と
、
特
攻
で
小
型
船
数
隻
分
乗
し
て
海
を
渡
り
、
無
防
備
に
近
く
、
連
合
軍
の

基
地
、
岩
国
飛
行
場
を
襲
撃
、
警
備
を
し
て
い
た
警
察
予
備
隊
、
連
合
軍
兵
士



5

が
攻
撃
を
受
け
る
。
警
察
予
備
隊
は
射
撃
許
可
が
無
か
っ
た
為
、
無
抵
抗
で
の

死
傷
者
が
多
数
出
た
。
更
に
最
悪
な
の
は
、
深
夜
の
為
、
射
撃
許
可
を
下
せ
る

人
間
が
官
邸
に
ほ
と
ん
ど
居
ら
ず
、
居
た
と
し
て
も
、
時
間
が
か
か
る
。
現
場

の
警
察
予
備
隊
第
三
管
区
隊
は
、
懲
戒
覚
悟
で
正
当
防
衛
射
撃
を
許
可
、
何
と

か
岩
国
飛
行
場
に
あ
る
、
作
戦
行
動
機
攻
撃
を
防
ぎ
、
作
戦
失
敗
を
知
っ
た
北

朝
鮮
部
隊
残
党
は
自
爆
し
た
。
奇
し
く
も
、
こ
の
戦
い
が
終
了
し
た
時
、
日
本

の
年
明
け
の
瞬
間
で
、
後
に
「
最
悪
の
年
明
け
」
「
血
塗
ら
れ
た
大
晦
日
」
と

呼
ば
れ
る
。

こ
の
戦
い
で
、
警
察
予
備
隊
は
２
２
人
の
死
者
と
６
０
名
の
負
傷
者
を
出
す
。

こ
れ
に
は
さ
す
が
の
日
本
国
民
は
黙
っ
て
は
お
け
ず
、
更
に
、
こ
の
一
連
の
戦

闘
で
、
連
合
軍
は
ほ
と
ん
ど
動
け
て
お
れ
ず
、
他
人
に
守
っ
て
も
ら
う
の
は
難

し
い
と
痛
感
し
た
と
同
時
に
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
世
論
が
強
ま

っ
た
。

最
初
の
吉
田
首
相
の
対
応
は
、
重
い
腰
だ
っ
た
が
、
朝
鮮
戦
争
が
休
戦
に
持
ち

込
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
話
が
現
実
化
し
そ
う
に
な
り
、
も
し
休
戦
の

場
合
は
、
い
つ
再
戦
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う
話
か
ら
、
国
民
は
恐
怖
か

ら
、
更
に
政
府
を
圧
迫
、
つ
い
に
吉
田
首
相
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
提
言
を
飲

み
、

朝
鮮
戦
争
が
休
戦
し
た
１
９
５
３
年
７
月
２
７
日
、
憲
法
九
条
改
正
の
国
民
投

票
、
結
果
は
改
正
。

１
９
５
３
年
大
晦
日
を
も
っ
て
、
警
察
予
備
隊
解
体
、
１
９
５
４
年
元
日
を
も

っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
資
金
支
援
の
も
と
日
本
に
、
日
本
国
防
陸
軍
、
海
軍
、
空

軍
が
創
設
さ
れ
る
。

２
０
１
４
年
、
日
本
は
急
成
長
を
遂
げ
、
不
景
気
、
少
子
化
問
題
も
何
と
か
対

策
し
な
が
ら
、
日
本
国
防
軍
は
返
還
さ
れ
た
沖
縄
含
め
、
米
に
は
資
金
援
助
以



6

外
、
部
隊
を
駐
留
さ
せ
ず
、
独
立
し
、
外
交
も
し
っ
か
り
と
し
た
発
言
権
が
あ

り
、
日
本
は
ア
ジ
ア
一
だ
っ
た
。
し
か
し
、
急
速
に
台
頭
す
る
中
国
、
不
穏
な

空
気
が
流
れ
る
朝
鮮
半
島
、

こ
の
年
、
ま
た
近
隣
諸
国
で
不
穏
な
空
気
が
流
れ
て
い
た
。

こ
の
物
語
は
、
激
動
の
渦
中
に
あ
る
日
本
を
、
色
ん
な
視
点
か
ら
見
る
物
語
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
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ネ
ッ
ト
発
足
に
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